
２０２４年度滋賀県中学校夏季総合体育大会 

参加資格の特例（水泳専門部）細則 
 

１．大会参加の条件 

(1)地域スポーツ団体等が（公財）日本水泳連盟への団体登録が完了していること。また，同じ内容

で滋賀県中学校体育連盟に登録していること。滋賀県中学校体育連盟への登録の方法および登録

費は，別途記載する。 

(2)地域スポーツ団体等の登録所在地の都道府県から参加すること。なお、滋賀県内の中学校に在籍

している選手に限る。 

(3)地域スポーツ団体等で滋賀県中学校体育連盟が主催する大会（春季体育大会、夏季総合体育大

会、秋季新人大会）に参加する場合、 在籍中学校での大会参加は認めない。その逆も同様であ

る。夏季ブロック予選大会、近畿大会、全国中学校水泳競技大会も同様とする。 

(4)春季体育大会申込から、全国中学校水泳競技大会につながる夏季ブロック予選大会・夏季県総

体、近畿大会、全国中学校水泳競技大会、秋季新人大会終了まで出場団体・出場校の変更はでき

ない。 

(5)各大会の大会の要項にしたがうこと。 

（6)滋賀県中体連主催大会開催要項の「参加資格の特例」を遵守すること。 

（7)夏季県総体において近畿大会出場資格を得た選手は必ず近畿大会に出場すること。 

（8)各出場団体等は必ず競技役員（出場者数１１名以上の場合は２名以上）を派遣すること。 

  

２．大会参加にあたっての留意事項 

(1)夏季県総体については、高島市・大津市に所在地にある団体は１・２ブロック予選大会、その他の

市町に所在地のある団体は３～８ブロック予選大会を(一社)滋賀県水泳連盟が定める予選会とす

る。ブロック予選大会で参加標準記録（別記）を突破した選手がその種目に限り夏季県総体に参加

できる。リレー種目には参加標準記録を設けない。また、春季体育大会、秋季新人大会には予選を

設けない。 

(2)在籍中学校もしくは地域スポーツ団体等のどちらから参加するかは、選手および保護者の意向を

尊重すること。  

  (3)エントリーは各校(各団体)各種目３名以内（この人数制限については撤廃の可能性がある）、１

人２種目以内(リレー種目は除く)とする。リレー種目は各校(各団体)各種目1チーム以内とす

る。リレー種目は１チーム６名以内を登録できる(この登録６名以外は出場できない)。 

 



  (4)選手が在籍中学校からの参加を選択する場合における、中学校から依頼を受けた外部コーチによ

る従来の引率の制度は継続される。また、引率者は監督を務めることができることとする。 

(5)２０２４年度については、エントリーは次の手順で行う。 

①まず、（公財）日本水泳連盟への団体登録・個人登録を完了した後、下記の期日までに滋賀県中

体連に団体登録をする。また同時に、出場予定選手一覧表を滋賀県中体連と滋賀県中体連水泳専

門委員長に提出する。この出場予定選手一覧表の提出以降秋季新人大会終了まで、選手（生徒）

は出場する団体（地域スポーツ団体等または在籍中学校）を変更できない。選手の出場機会が失

われないように、慎重に出場団体を選択するよう指導助言すること。なお、複数の団体の出場予

定一覧表に同一選手が記載されている場合、その選手は失格とする。 

②出場予定選手一覧から選手を選考し、各大会申込期日までにエントリーを完了する。 

③夏季ブロック予選で夏季県総体の標準記録を突破した選手を県夏季総体にエントリーする。 

④夏季県総体で近畿大会の参加資格を得た選手を近畿大会にエントリーする。 

 ＊近畿大会の参加資格･････夏季県総体決勝４位までの入賞者及び５・６位の近畿大会標準記録を

突破した選手 

⑤夏季県総体で全国大会の参加標準記録を突破した選手を全国大会にエントリーする。 

 

 ＊滋賀県中体連団体登録期限は２０２４年４月２０日とする。 

 

  ＊夏季県総体参加標準記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  ＊近畿大会・全国大会参加標準記録（参考）（２０２２年度版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊２０２４年度大会日程（予定） 

大会名 期日 場所 

春季体育大会 ５月１６日(木)－１７日(金) 皇子が丘公園プール 

１・２ブロック大会 ７月２０日(土) 皇子が丘公園プール 

３～８ブロック大会 ７月２１日(日) 皇子が丘公園プール 

県夏季総体 ７月２５日(木)－２６日(金) 皇子が丘公園プール 

近畿大会 ８月 ６日(火)－ ７日(水) 京都：京都アクアリーナ 

全国大会 ８月１７日(土)－１９日(月) 石川：金沢プール 

秋季新人大会 ９月 ３日(火) インフロニア草津ＡＣ 

  



（6）選手(生徒)から見た地域団体から参加する場合と在籍中学校から参加する場合の相違点と共通点 

 地域団体から参加する場合 在籍中学校から参加する場合 

大会での指導 いつも指導を受けている専門家のコ

ーチに指導・アドバイスを受けられ

る。 

中学校の教員なので水泳競技について

指導経験がない教員の場合もある。 

ただし、従来の外部コーチの制度は継続

される。 

引率者 地域団体のコーチ 中学校教員等または外部コーチ 

交通費 近畿大会・全国大会は県中体連の補助

が受けられる。 

各学校独自・各市町独自の補助金は受

けられない可能性あり。 

近畿大会・全国大会は県中体連の補助が

受けられる。 

各学校独自・各市町独自の補助金も受け

られる。 

保険 地域団体の利用する保険が適応。 

日本スポーツ健康センターは適応外。 

日本スポーツ健康センターが適応。 

中学校での表彰 中学校での表彰伝達や通知表への記

載はない。高校入試の調査書への記載

はされる。 

中学校での表彰伝達や通知表・高校入試

の調査書へ記載がある。 

水着等の規定 規定の範囲内で参加する団体（中学校から参加の場合は中学校、地域団体から

参加の場合は地域団体）の名前やマークが記載された水着等を使用できる。参

加する団体以外の名前やマークが記載された水着等は使用できない。 

不要物 地域団体から参加する場合も、中学校教育の一環としての大会であることから、

中学校での生活と同様に、携帯電話やゲーム、ミュージックプレーヤー、お菓

子などの不要物の持ち込みは禁止される。 

学校（団体）対抗 地域団体も中学校と同様に学校（団体）対抗の対象となる。 

強化練習会等 地域団体の選手も中体連が開催する強化練習会等に参加できる。 

大会運営費 地域団体の選手も県中体連の大会運営補助金の対象となる。ただし、中学校と

同様に、地域団体からも登録料（春季体育大会、夏季県総体、秋季新人大会分、

１団体につき１５０００円、ブロック予選大会１０００円）を徴収する。なお、

選手個人の参加料は無料とするが、プール使用料を徴収する場合がある。 

 


